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2020年度 東大地理 第２問〔問題編〕 

 

 農業分野からの出題です。東大の入試問題のうち，農業に関連する問題の難易度は比較的低いと思います。

今回の問題も，簡単と言うほどではないですが手がつきやすい問題が多いと思います。では，今の力でどれ

だけ太刀打ちできるのか，この１週間で頑張ってみてください。 

 

 

【2020年度 東京大学 文科前期 第２問】 

 

世界の食料の生産と消費に関する以下の設問Ａ～Ｂに答えなさい。解答は，解答用紙の(ロ)欄を用い，設問・

小問ごとに改行し，設問記号・小問番号をつけて記入しなさい。 

 

設問Ａ  

 世界経済の成長とともに，人々の食生活に占める動物性食品の割合が増えつつある。図 2－1は 1963年

(○)から 2013 年(●)にかけての，各国の経済状況を表す 1 人あたり GDP の伸びと，国民 1 人あたりのカ

ロリー摂取量に占める動物性食品の割合の変化を表している。 

 

(1) 人々の食生活に占める動物性食品の割合が増えることで，陸上の自然環境に及ぶ悪影響を 1 つあげ，1

行で述べなさい。 

 

(2) 図 2－1 の 1～6 の国では，1963 年以降も経済が成長しているにも関わらず，動物性食品の割合はあま

り増えないか減少している。その理由を 3行以内で述べなさい。 

 

(3) 図 2－1において，9ペルーは，同じ南米の 7アルゼンチンや 8ブラジルとは異なる特徴を示している。

その理由を２つ，以下の語句をすべて用いて，あわせて 4 行以内で述べなさい。語句は繰り返し用いても

よいが，使用した箇所には下線を引くこと。 
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設問Ｂ  

東南アジアは，世界の主要な米の生産・消費地域である。しかし，米の生産と消費のバランスは，国ご

とに大きな違いがある。表 2－1 は，東南アジアの主要な米生産国について，生産量(a)，国内供給量(b)，

生産量と国内供給量の差(生産量の過不足)(a－b)，国内供給量に対する生産量の比(自給率)(a/b)を，Ⅰ期

(1969年－1973年の 5年間の平均)，Ⅱ期(1989年－1993年の 5年間の平均)，Ⅲ期(2009年－2013年の 5

年間の平均)の 3つの時期について示したものである。なおここで，国内供給量は，生産量＋輸入量－輸出

量(ただし在庫分を補正)として定義される。 
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(1) 表 2－1に掲げた 5カ国は，ベトナム，タイ，フィリピン，マレーシア，インドネシアである。A～Eの

国名を，A－〇のように答えなさい。 

 

(2) A国の自給率の水準とその推移にみられる特徴を，生産量・国内供給量の推移にふれながら，その背景

とともに 2行以内で述べなさい。 

 

(3) D国は，米の自給達成を国の目標としてきた。D国の自給率の水準とその推移にみられる特徴を，生産

量・国内供給量の推移にふれながら，その背景とともに 2行以内で述べなさい。 

 

 

 


